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はじめに

　本事件は、「中国2018年知的財産権司法保護に係
る10大判例」から選出されたものであり、広く注目
を集めた。テンセント社、快播公司はいずれもイン
ターネット分野で多くの利用者を抱える企業であり、
当該事件に関わる処罰金額も2.60148億元と高く、社
会各界から多くの関心を集めた。当該事件の法律適
用は、知的財産の民事法、行政法及び破産法等多分
野の法律が関わっており、手続きや実体が複雑であ
り、さらに、著作権民事侵害行為が公共の利益も損
なったかの判断、インターネット企業が違法所得を
得たかの認定、及び不法経営額の計算等も含んでい
た。本稿では、本事件の経緯及び主な争点について
一々紹介し、且つ司法実務経験を踏まえ、インター
ネット著作権侵害事件を行政機関に訴える際の留意
事項を分析する。

Ⅰ　事件の概要

１．基本情報

一審原告、二審控訴人：深圳市快播科技有限公
司

一審被告、二審被控訴人：深圳市市場監督管理
局

原審第三者：深圳市騰訊計算機系統有限公司
　裁判の情報

行政処罰決定書：深圳市市場監督管理局深市監
稽罰字［2014］123号行政処罰決定書

不服審査決定書：広東省版権局粤権［2014］59
号行政不服審査決定書

一審判決：深圳市中級人民法院（2014）深中法
知行初字第２号行政判決書

二審判決：広東省高級人民法院（2016）粤行終
492号行政判決書

２．事件の経緯

第三者である深圳市騰訊計算機系統有限公司
（以下、テンセント社という。）は、権利者から24
著作物の情報ネットワーク伝播権の独占的な利用

許諾を取得した後に、そのうちの13著作物の情報
ネットワーク伝播権を第三者に直接的配布又は版
権同等置換により非独占的な利用許諾をした。テ
ンセント社が提出した契約書によると、この13部
著作物の直接的配布又は置換価格は合計で8671.6
万元である。

テンセント社は2014年１月２日、１月26日、２
月27日に、快播公司に権利を主張し、侵害行為の
停止を求めるレターを３回も送った。2014年３月
18日に、テンセント社は市場監督管理局に、快播
公司がテンセント社所有の被疑侵害著作物の情報
ネットワーク伝播権を侵害したことを訴え、快播
公司による侵害行為を摘発するよう求めた。

市場監督管理局はテンセント社からの訴えを
受け、2014年３月18日に行政処理事件立件審査手
続きを行った。同日に、深圳市塩田公証役場に証
拠保全公証を申請した。公証人の立会で、携帯の
ユーザ端末でログインし、ページの上部に24映画
著作物を検索し、当該ページの下部に「？ 2013－
2014yunfan」の表示が出た。各映画著作物はリン
クの優先順位の１位がすべて「Tencent Video」で
あり、「Tencent Video」の横にあるドロップダウ
ンメニューの項目をクリックすると、ほかのリン
ク（ほとんどは楽視網、優酷、電影網等有名な動
画配信ウェブサイト）も出た。ほかのリンク（優
酷网20作、電影網２作、楽視網２作）をクリック
すると、再生する話数、配信リソースはすべて知
られていないアドレスであった。本事件の調査中、
楽視網、優酷、電影網等動画配信ウェブサイトの
経営会社はそれぞれ市場監督管理局に、上記公証
時に再生した動画で表示されたアドレスはすべて
小さなウェブサイトのアドレスであり、快播プ
レーヤーによる被疑侵害著作物の配信リソースを

「楽視、優酷、電影網」とした行為は偽造行為であ
ることを説明するための「事情説明状」を提出した。

また、市場監督管理局は快播公司の所在地に向
かって検査を行い、法に基づき、快播公司の社員
が使用したパソコン画面のキャプチャのプリント、
一部のメールのプリント及び快播公司の社員が
使用したパソコンのハードディスク等を入手した。
快播公司の社員に対して調査、尋問を行った。さ
らに、広東省新媒情報産業有限公司の所在地に向


